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も 

く 

じ 

▲

１
頁
＝
会
員
親
睦
旅
行（
写
真
）

２
・
３
頁
＝
特
集
記
事
一
〇
〇
号
発
刊
の
変

遷
、
理
事
長
、
島
と
み
氏
の
言
葉

４
頁
＝
理
事
会
報
告
、
市
長
へ
要
望
、

５
頁
＝
就
業
適
正
委
員
会
、
会
員
安
全
就

業
推
進
委
員
会
、
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

６
頁
＝
職
場
訪
問
記
、
薄
学
駄
話

７
頁
＝
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス（
投
稿
）

８
頁
＝
会
員
親
睦
旅
行
・
紀
行
文

９
頁
＝
悠
和
会
た
よ
り
、
表
題
公
募
！

10
頁
＝
豆
宣
伝
、
創
立
30
周
年
記
念
行
事
、

中
長
期
計
画
策
定
、
お
知
ら
せ

会
員
親
睦
旅
行

上
諏
訪
温
泉

川中島にて　2号車

武田神社にて　1号車

本誌の表題̶ ̶を止め、
新しい表題を会員から公募します！！
第101号より、新しく生まれ変わります。
（詳しくは、本誌 9頁をご覧下さい）

創刊　第100号記念

旅　
甲
斐
の
国
、
風
林
火
山
博
、

上
諏
訪
温
泉
の
旅
で
し
た
。

残
暑
の
日
差
し
が
眩
し
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
名
所
の
説
明
に
は
皆
、
熱
心
に
聞
い
て

お
ら
れ
歴
史
の
好
き
な
人
に
は
た
ま
ら
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
！

そ
し
て
風
林
火
山
博
会
場
で
は
由
布
姫
の

衣
装
を
着
て
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
る
の

を
見
て
、
テ
レ
ビ
と
重
ね
合
わ
せ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
振
り
向
け
ば
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の

旅
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
記
）

本誌をぜひお読みください。会員の情報交換の場として活用してください。



  シルバーところざわ （2）第 100 号 2007.10.25 発行

「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
は
、
高
齢

者
事
業
団
設
立
１
年
半
後
の
昭
和
55
年
５

月
に
「
会
員
だ
よ
り
」
と
し
て
創
刊
さ
れ
、

以
来
28
年
に
亘
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
様
々
な
情
報
提
供
を
行
な

い
会
員
の
皆
さ
ん
と
セ
ン
タ
ー
と
の
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、
お
か
げ
さ
ま
に

て
今
号
で
100
号
を
迎
え
ま
し
た
。

当
時
の
増
村
敏
雄
理
事
長
は
創
刊
に
あ

た
っ
て
、
事
業
団
が
こ
の
紙
上
で
会
員
の

皆
様
に
お
伝
え
し
、
皆
様
か
ら
の
声
を
掲

載
し
、
こ
の
機
関
紙
は
会
員
の
会
話
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
と
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

当
初
は
事
務
局
長
が
自
ら
編
集
に
孤
軍

奮
闘
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
そ
の

後
、
平
成
６
年
に
広
報
部
会
が
発
足
し
て

第
48
号
か
ら
広
報
部
会
で
編
集
・
発
行
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

発
行
当
時
は
350
部
で
、
そ
の
間
装
丁
・

名
称
も
数
回
改
訂
さ
れ
、
現
在
２
３
０
０

部
に
至
っ
て
い
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
の
歩
み
は

所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

で
も
あ
り
、
変
遷
を
ひ
も
解
け
ば
懐
か
し

く
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
後
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
誌

面
作
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
愛
読
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 

（
岩
﨑
記
）

歩
み
続
け
て
28
年
、
明
日
へ
ま
た
一
歩
！

100号へ

創刊号　昭和55年5月

シルバーだよりと改称
昭和57年5月　　　　

シルバーところざわ
と改称　平成2年8月

昭
和
55
年
５
月 

（
第
１
号
） 

「
会
員
だ
よ
り
」創
刊
号
が
産
声
を
上
げ
る
。

昭
和
55
年
11
月 

（
第
３
号
） 

「
埼
玉
県
高
齢
者
事
業
団
連
絡
会
議
」の
発
足
。

昭
和
56
年
２
月 

（
第
４
号
） 

当
事
業
団
に
高
齢
化
社
会
の
関
す
る
総
合
的
対
策
の
調
査
に
埼
玉
県
議
会

議
員
等
13
名
視
察
に
訪
問
。

昭
和
56
年
６
月 

（
第
５
号
） 

第
３
回
定
期
総
会
開
催
が
始
め
て
掲
載
さ
れ
る
。

昭
和
56
年
８
月 

（
第
６
号
） 

新
し
い
事
業「
お
さ
ら
い
教
室
」「
書
道
教
室
」開
設
、
埼
玉
県
内
で
始
め
て

の
試
み
。

昭
和
57
年
５
月 

（
第
１
号
） 

社
団
法
人
に
移
行
さ
れ
「
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
所
沢
市
高

齢
者
事
業
団
」
に
改
称
。
当
誌
も
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
と
改
称
し
、
新
た

に
第
１
号
で
発
行
。

昭
和
57
年
８
月 

（
第
２
号
） 

第
３
回
所
沢
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
初
参
加
。

昭
和
58
年
９
月 

（
第
６
号
） 

10
月
26
日
設
立
５
周
年
記
念
大
会
開
催
の
決
定
。

昭
和
61
年
11
月 （
第
18
号
） 

９
月
16
・
17
日
事
業
団
初
の
会
員
親
睦
旅
行
で
伊
豆
・
稲
取
温
泉
へ

１
０
６
名
が
参
加
。

昭
和
62
年
12
月 

（
第
22
号
） 

「
傘
の
修
理
を
始
め
ま
し
た
」の
記
事
。

昭
和
63
年
９
月 

（
第
25
号
） 

事
業
団
設
立
10
周
年
記
念
に
市
役
所
北
側
並
木
通
り
に
白
・
ピ
ン
ク
・
紫

の
３
本
の
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植
樹
。

平
成
元
年
１
月 

（
第
26
号
） 

10
月
25
日
設
立
10
周
年
記
念
大
会
。

平
成
元
年
６
月 

（
第
28
号
） 

４
月
よ
り
毎
月
配
分
金
支
払
日
に
保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
血
圧
測
定
・
健
康

相
談
を
行
う
。

平
成
２
年
１
月 

（
第
30
号
） 

女
性
会
員
123
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
こ
な
う
。

平
成
２
年
３
月 

（
第
31
号
） 

婦
人
部
設
立
の
集
い
。
理
事
長
・
副
理
事
長
・
専
務
理
事
に
よ
る
職
場
訪
問
。

平
成
２
年
５
月 

（
第
32
号
） 

４
月
１
日「
社
団
法
人
所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」と
改
称
。

平
成
２
年
８
月 

（
第
33
号
） 

当
誌
を「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」と
改
称
。
８
月
８
日
〜
14
日
、
市
役
所

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
写
真
展
示
に
よ
る
会
員
増
強
運
動
を
開
催
。

平
成
３
年
１
月 

（
第
34
号
） 

役
員
・
地
区
委
員
・
職
員
合
同
初
県
外
視
察
研
修
、
㈱
浜
松
市
SC
へ
。
平

成
３
年
11
月（
第
37
号
）会
員
増
強
を
役
員
・
職
員
が
街
頭
に
出
て
PR
活
動
。

発
注
者（
企
業
）85
社
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

平
成
４
年
３
月 

（
第
38
号
） 

新
春
懇
親
会
。

平
成
４
年
６
月 

（
第
39
号
） 

新
理
事
長
に
高
橋
義
男
氏
就
任
。
婦
人
部
主
催
群
馬
館
林
へ
初
の
旅
行
。

平
成
４
年
11
月 

（
第
41
号
） 

会
員
増
強
運
動
目
標
639
名
突
破
の
金
字
塔
樹
立
。

平
成
５
年
11
月（
第
45
号
） 

所
沢
商
工
ま
つ
り
に
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
の
た
め
出
店
。

平
成
６
年
３
月 
（
第
46
号
） 

１
月
18
〜
20
日
SC
会
員
作
品
展
を
開
催
す
る
。

平
成
６
年
８
月 

（
第
48
号
） 

広
報
部
会
が
発
足
し
、
企
画
・
編
集
を
担
当
。
筆
耕
教
室
６
月
ス
タ
ー
ト
。

会
員
の
安
全
就
業
を
願
い
激
励
巡
回
訪
問
。

平
成
７
年
８
月 

（
第
52
号
） 
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
平
成
８
年
度
か
ら
事
業
化
女
性
会                       

員
の
積
極
的
参
加
を
期
待
。

広
報
誌
・
歴
史
の
ペ
ー
ジ
を
た
ど
れ
ば
…
…



（3）  シルバーところざわ 2007.10.25 発行 第 100 号

平
成
８
年
７
月（
第
55
号
） 

理
事
長
に
髙
野
英
二
氏
。

平
成
９
年
１
月（
第
57
号
） 

新
年
号
新
企
画
・
今
年
の
干
支
生
ま
れ
の
会
員
を
紹
介
。
装
丁
を
右
開

 
  

き
記
事
４
段
縦
組
み
に
変
更
。

平
成
９
年
７
月 

（
第
59
号
） 

東
京
都
北
区
SC
よ
り
25
名
視
察
来
訪
。 

平
成
９
年
10
月（
第
60
号
） 

レ
タ
リ
ン
グ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
、説
明
会
に
60
名
参
加
。「
職
場
め
ぐ
り
・

 
  

こ
ん
な
仕
事
こ
ん
な
職
場
」掲
載
始
ま
る
。

平
成
10
年
１
月（
第
61
号
） 

表
紙
カ
ラ
ー
刷
り
。

平
成
10
年
５
月（
号
外
１
号
） 

号
外
版
第
１
号
発
行
。

平
成
10
年
７
月（
第
63
号
） 

５
月
29
日
創
立
20
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
。

平
成
10
年
８
月（
号
外
２
号
） 

西
武
ド
ー
ム
球
場
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
。

平
成
11
年
１
月（
第
65
号
） 

就
業
機
会
開
拓
専
門
員
の
実
施
。
シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
講
演

 
  

会「
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
を
生
き
る
」早
大
教
授
・
上
里
一
郎
氏

平
成
11
年
６
月（
第
67
号
） 

所
沢
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
親
睦
会
設
立
総
会
の
開
催
。「
薄
学
駄
識
」

 
  

掲
載
始
ま
る
。

平
成
11
年
10
月（
第
68
号
） 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
に
つ
い
て
所
沢
市
長
へ
要
望
。

平
成
12
年
１
月（
第
69
号
） 

保
健
婦
・
和
田
喜
美
子
さ
ん
の「
健
康
相
談
室
よ
り
」掲
載
始
ま
る
。

平
成
12
年
10
月（
第
72
号
） 

「
職
場
め
ぐ
り
・
こ
ん
な
仕
事
こ
ん
な
職
場
」を「
職
場
訪
問
記
」に
改
題
。

平
成
13
年
１
月（
第
73
号
） 

「
武
蔵
野
散
歩
」掲
載
始
ま
る
。

平
成
13
年
４
月（
第
74
号
） 

「
薄
学
駄
識
」を「
薄
学
駄
話
」に
改
題
。 

平
成
14
年
１
月（
第
77
号
） 

新
企
画
・
新
春
対
談
、
彫
刻
家
・
田
村
興
造
氏
と
髙
野
理
事
長
対
談
。

平
成
14
年
４
月（
第
78
号
） 

「
健
康
相
談
室
よ
り
」を「
一
口
健
康
メ
モ
」に
改
題
。

平
成
14
年
７
月 （
第
79
号
） 

新
理
事
長
に
秋
山
脩
氏
就
任
。 

平
成
15
年
１
月 （
第
81
号
） 

装
丁
を
A
４
判
サ
イ
ズ
に
改
訂
。

平
成
15
年
４
月（
第
82
号
） 

特
集
記
事「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
25
年
の
変
遷
」。「
地
区
だ
よ
り
」掲

載
さ
れ
る
。

平
成
15
年
10
月（
第
84
号
） 

「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」欄
を
設
け
る
。

平
成
16
年
４
月（
第
86
号
） 

就
業
の
基
準
に
関
す
る
要
綱
が
決
定
。

平
成
16
年
10
月（
第
88
号
） 

「
就
業
の
基
準
に
関
す
る
要
綱
」が
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

平
成
17
年
１
月（
第
89
号
） 

特
集
記
事「
My
所
沢
」私
の
写
し
た
自
慢
の
写
真
。

平
成
17
年
４
月（
第
90
号
） 

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
。

平
成
18
年
１
月（
第
93
号
） 

俳
優
・
声
優
増
岡
弘
さ
ん
を
迎
え
て「
人
生
は
舞
台
、
あ
な
た
は
主
役
」。

平
成
18
年
４
月（
第
94
号
） 

会
員
互
助
会（
仮
称
）の
骨
子
ま
と
ま
る
。
※
の
ち
に
悠
和
会
と
な
る
。 

平
成
18
年
10
月（
第
96
号
） 

「
悠
和
会
た
よ
り
」欄
設
け
る
。

平
成
19
年
１
月（
第
97
号
） 

亥
年
生
ま
れ
の
会
員
参
加
の
座
談
会
。「
理
事
会
報
告
」掲
載
始
ま
る
。

平
成
19
月
４
月（
第
98
号
） 

発
注
者
、賛
助
会
員
様
か
ら
の
お
言
葉
。「
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」を
設
け
る
。

創
刊
一
〇
〇
号
に
あ
た
り

 

理
事
長　

秋
山　

脩　

昭
和
55
年
５
月
、高
齢
者
事
業
団
の「
会

員
だ
よ
り
｣
が
創
刊
さ
れ
て
以
来
、
現
在

の
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
で
100
号
に
な
る

と
は
・
・
・
。
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
と

は
こ
の
事
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
間
代
々
の

広
報
部
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、
当
セ
ン

タ
ー
の
情
報
誌
と
し
て
、
ま
た
会
員
相
互

の
意
見
発
信
の
場
と
し
て
育
っ
て
き
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

団
塊
の
世
代
が
入
会
し
、
来
年
創
立
30

周
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が

増
し
て
お
り
ま
す
。
と
言
い
ま
す
の
は
、

そ
の
時
、
そ
の
時
代
の
当
セ
ン
タ
ー
の
進

む
べ
き
道
を
会
員
と
関
連
職
員
が
共
に
考

え
、
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
。

会
員
の
理
解
と
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
前
途
に
光
明

が
見
出
せ
ま
す
。
会
員
に
親
し
ま
れ
、
愛

さ
れ
る
事
を
祈
念
し
て
100
号
に
寄
せ
る
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

次
の
世
紀
に
向
け
て

 

前
広
報
部
会
長　

島　

と
み　

つ
い
に
一
〇
〇
号
を
迎
え
ら
れ
た
由
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
後
任
に
バ
ト

ン
を
渡
し
た
走
者
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り

で
す
。
担
当
者
か
ら
「
苦
労
話
で
も
」
と

勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
苦
労
し
た
事
は
思

い
出
せ
ず
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
浮

か
び
上
が
る
の
で
弱
り
ま
し
た
。
若
手

（
？
）
広
報
部
員
と
わ
い
わ
い
議
論
し
た

企
画
会
議
や
校
正
の
場
。
大
概
時
間
を
忘

れ
る
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
目
に
見
え

な
い
雑
用
を
こ
な
し
て
く
れ
た
当
事
の
部

員
皆
に
今
更
な
が
ら
感
謝
で
す
。
考
え
て

み
る
と
100
っ
て
不
思
議
な
数
字
で
す
ね
。

100
点
取
っ
た
学
生
は
嬉
し
い
し
、「
100
％

完
成
」
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
成
功
し
た
老

年
も
心
が
躍
り
ま
す
。
100
と
は「
満
ち
る
」

と
い
う
意
味
を
含
ん
だ
一
つ
の
け
じ
め
な

の
で
し
ょ
う
。
一
世
紀
も
100
が
単
位
。
で

も
次
の
世
紀
に
向
け
て
、
た
ゆ
ま
ず
歩
ま

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。我
が
広
報
誌
も
で
す
。

シルバーところざわ
と改称　平成6年8月

シルバーところざわ
と改称  平成15年1月

創立

5周年
昭和58年

創立

10周年
昭和63年

創立

15周年
平成5年

創立

20周年
平成10年

創立

25周年
平成15年

創立

30周年
平成20年
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「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ

一
〇
〇
号
に
向
け
て
」

会
員
の
広
場
に
投
稿
を
！

事
務
局
次
長　

山
川
裕
二　

  

昭
和
55
年
5
月
「
会
員
だ
よ
り
」
創

刊
1
号
が
発
刊
さ
れ
て
か
ら
28
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
思
え
ば
当
初
は
事
務
局
長

自
身
が
会
員
皆
様
に
事
業
の
内
容
等
を

周
知
し
て
頂
く
た
め
に
原
稿
集
め
か

ら
、
割
付
・
編
集
を
行
い
、
事
務
局
と

会
員
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

  

時
の
過
ぎ
る
の
は
早
く
発
刊
さ
れ
て

100
号
と
な
る
ま
で
に
は
、
色
々
な
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、今
後
の「
シ

ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
は
会
員
の
ひ
ろ

ば
（
現
在
・
過
去
の
就
業
会
員
を
対
象

に
、
失
敗
談
等
を
ユ
ニ
ー
ク
に
紹
介
）、

各
地
区
の
情
報
等
を
掲
載
す
る
な
ど
、

新
た
な
ペ
ー
ジ
を
検
討
し
た
り
、
懸
賞

付
ク
イ
ズ
及
び
抽
選
会
（
会
員
番
号
）

な
ど
、
よ
り
全
会
員
共
通
テ
ー
マ
を
決

め
て
原
稿
の
依
頼
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

現
在
も
「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
は

大
変
、
楽
し
く
講
読
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

広
報
部
会
員
は
ご
苦
労
と
思
い
ま
す
が

是
非
、
多
く
の
会
員
が
参
加
で
き
る
誌

面
作
り
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
８
月
31
日
秋
山
理
事
長
、
田
中
・

小
林
両
副
理
事
長
、
森
田
専
務
理
事
は
、

所
沢
市
長
に
対
し
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
定
期
総
会
で
の
決
議
書
を
提
出

す
る
と
共
に
、
今
年
度
上
半
期
の
業
績
も

昨
年
よ
り
上
向
い
て
い
る
事
、
団
塊
世
代

の
退
職
で
会
員
が
増
え
つ
つ
あ
る
事
な
ど

を
報
告
。

高
齢
者
が
働
く
事
の
意
義
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
努
力
に
つ
い
て
一
層

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
公
共
事

業
の
発
注
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
更
な
る
拡

充
・
強
化
の
た
め
、
支
援
を
頂
く
よ
う
市

長
に
要
望
し
た
。こ
れ
ら
の
要
望
に
対
し
、

市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
支
援
す
る
旨
の

お
答
え
を
頂
い
た
。

 

市

長

へ

要

望

理 事 会 報 告

平成 19年度 (3 回 ) 理事会　　　　　　平成 19.6.29( 金 )
審議事項 1. 正会員として入会を求める件について
  新入会員登録者 34人、退会者 56人＊承認
報告事項 1. 各部会・委員会活動状況について
  事務局より、中・長期計画策定委員会発足
  委員の構成発表                   

平成 19年度 (4 回）理事会　　　　　　平成 19.7.31( 火 )
審議事項 1. 定款第 2章 5条による正会員及び賛助会員
  として入会者の承認を求める件について
  1) 新正会員登録者 23人、退会者 69人＊承認
  2) 新賛助会員登録者 1人
報告事項 1. 各部会・委員会活動状況について悠和会より

　市民フェステバルに参加するにあたり理事会
　の協力要請

平成 19年度 ( ５回）理事会 平成 19.8.31( 金 )
審議事項 1. 正会員として入会を求める件について
  新入会員登録者 13人、退会者 7人＊承認
報告事項 1. 各部会・委員会活動状況について
  事務局より、８月 31日に斉藤市長を訪問し、
  シルバー人材センター事業推進に市の支援と
  助成を要請する

登録会員動向（平成 19.5.31 ～ 19.8.31）
登録会員動向 男 女 計

平成 19.5.31 現在 1,530 人 623 人 2,153 人
平成 19.8.31 現在 1,484 人 607 人 2,091 人

賛助会員 0人 1人 　1人

 ( 田中記 )
市長に要望書を手渡す



（5）  シルバーところざわ 2007.10.25 発行 第 100 号

就
業
適
正
委
員
会
よ
り

 

委
員
長　

前
田　

元　

所
沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
安
全
就
業
の

持
続
の
た
め
、
会
員
の
年
齢

と
健
康
を
考
慮
し
て
、
就
業

年
齢
制
限
75
歳
（
自
動
車
運

転
業
務
70
歳
）
と
い
う
基
準

を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
事
は
75
歳
に
な
っ
た

会
員
は
76
歳
以
上
で
も
就
業

可
能
と
思
わ
れ
る
仕
事
に
移

行
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
云

う
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
基
準
の
対
象
と
な
る
会
員
は

新
し
い
仕
事
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
と
よ
く

相
談
し
て
頂
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
業
適
正
委
員
会
は
、
要
綱
に
基
づ
く

安
全
就
業
の
継
続
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◆
就
業
基
準
に
関
す
る
要
綱
の
抜
粋

（
就
業
年
齢
制
限
）

第
７
条　

就
業
年
齢
制
限
設
定
の
職
種

は
、次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
自
動
車
運
転
業
務　

70
歳

（
２
）
そ
の
他
の
業
務　
　

75
歳

（
３
）
上
記
の
年
齢
基
準
を
超
え
る
会
員

は
毎
年
４
月
１
日
と
10
月
１
日
を
基
準

と
し
て
、
就
業
適
正
委
員
会
に
お
い
て

健
康
及
び
業
務
状
況
を
考
慮
し
て
、
安

全
就
業
の
適
否
に
つ
い
て
確
認
、
相
談

を
行
い
ま
す
。

会
員
安
全
就
業
推
進
委
員
会

よ
り
の
お
知
ら
せ

①
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
で
の

「
安
全
運
転
診
断
」
を
実
施
中
で
す

運
転
業
務
就
業
中
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
委
員
会
か
ら
「
受
講
の
お
願
い
」
文

を
送
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
会
員
は
、
自
由
参
加
で
す

が
受
講
さ
れ
た
会
員
か
ら
は
「
大
変
役
に

立
っ
た
」、「
自
分
の
弱
点
に
気
が
つ
い
た
」

と
好
評
で
す
。

受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、
多
く
の
会

員
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 
②
十
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す

当
セ
ン
タ
ー
で
は
10
月
1
日
か
ら
1
ヶ

月
間
を
安
全
就
業
強
化
月
間
と
定
め
、「
事

故
セ
ロ
」を
目
指
し
て
、活
動
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は

○
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
就
業
先
へ
の
配
布

○
理
事
会
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

○
植
木
職
安
全
会
議
の
開
催
…
な
ど
で
す
。

な
お
、
4
月
か
ら
9
月
15
日
ま
で
に
会

員
事
故
が
8
件（
う
ち
３
件
が
入
院
事
故
）

発
生
し
て
い
ま
す
。

あ
と
で「
事
故
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
…
」

と
後
悔
し
な
い
よ
う
、
安
全
就
業
を
心
掛

け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
：
就
業
先
の
契
約
説
明

を
受
け
、
就
業
し
た
後
、

発
注
者
側
か
ら
契
約
外
の

仕
事
を
た
の
ま
れ
た
場

合
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に

割
り
切
っ
て
断
れ
ば
よ
い

の
か
、
相
手
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
断
る
対
応
方
法

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
：
個
々
の
具
体
的
な
契

約
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
就
業
配
置
を
行

う
時
点
で
会
員
へ
詳
細
説
明
を
行
っ
て
就

業
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

か
ら
提
供
さ
れ
た
仕
事
以
外
の
作
業
は
た

と
え
好
意
で
あ
っ
て
も
契
約
以
外
の
就
業

は
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。

結
果
的
に
会
員
個
々
に
よ
る
個
別
的
・

恣
意
的
な
就
業
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
就
業
の
公
平
性
を
保

つ
こ
と
は
困
難
と
な
る
の
で
、
十
分
に
留

意
し
て
下
さ
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
手

に
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
断
る
場
合
は
事
務

局
に
ご
相
談
下
さ
い
。

年齢と健康を見据えて
安全な就業を致しましょう。

シ
ル
バ
ー
は

　
　

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

安
全
就
業

Q & A コーナーQ & A コーナー
会員からの質問にお答えします
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薄は
く
が
く
だ
わ
ー

学
駄
話

▼
㈱
マ
ス
ダ
ッ
ク （
封
入
作
業
）

７
月
27
日
（
金
）、
梅
雨
明
け
か
と
思

わ
せ
る
真
っ
青
な
空
の
下
、
車
を
走
ら
せ

小
手
指
元
町
の
株
式
会
社
マ
ス
ダ
ッ
ク
を

訪
問
し
た
。
旧
社
名
は
新
日
本
機
械
工
業

株
式
会
社
、
19
年
１
月
に
社
名
変
更
し
た

ば
か
り
で
あ
る
。
旧
社
名
は
ご
存
知
の
方

も
多
い
と
思
う
。
菓
子
製
造
機
を
製
作
す

る
会
社
で
、
自
社
の
機
械
で
お
菓
子
も

作
っ
て
い
る
。

受
付
で
、
総
合
企
画
部
企
画
広
報
課
の

丸
山
様
の
出
迎
え
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
会

員
の
い
る
事
務
室
へ
と
向
か
う
。

日
々
お
客
様
を
迎
え
て
い
る
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
の
入
り
口
に
は
マ
ス
ダ
ッ
ク
の
機

械
で
作
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
菓
子

が
綺
麗
に
陳
列
さ
れ
、
飾
り
棚
横
の
開
口

部
か
ら
部
屋
を
覗
く
と
大
型
の
菓
子
製
造

機
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ス
ダ
ッ
ク
で
は
40
年
前
か
ら
毎
月
全

国
の
お
菓
子
屋
さ
ん
や
パ
ン
屋
さ
ん
に
月

刊
誌
「
マ
ス
ダ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
を
送
付

し
て
い
る
。「
40
年
の
う
ち
シ
ル
バ
ー
さ

ん
と
の
お
付
き
合
い
は
20
年
位
に
な
る
の

で
す
よ
」
と
丸
山
さ
ん
は
言
わ
れ
た
。
当

セ
ン
タ
ー
は
封
入
作
業
の
外
、
資
材
購
買

事
務
作
業
、
清
掃
作
業
な
ど
の
発
注
を
頂

い
て
い
る
。

封
入
作
業
は
会
員
の
清
水
安
子
さ
ん
と

中
村
ス
エ
さ
ん
が
請
け
負
っ
て
い
る
。
案

内
さ
れ
た
室
内
に
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
Ｐ

Ｒ
誌
の
「
マ
ス
ダ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
と
案

内
状
、
そ
れ
ら
を
入
れ
る
封
筒
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
。

仕
事
は
月
に
２
日
間
、
約
３
３
０
０
通

の
封
入
作
業
で
あ
る
。
仕
事
は
２
日
間
の

間
に
終
え
れ
ば
よ
く
、
作
業
時
間
の
調
整

は
２
人
の
都
合
に
合
わ
せ
て
出
来
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。「
年
に
何
回
か
は
封
入
物

が
増
え
部
屋
中
書
類
だ
ら
け
に
な
る
こ
と

も
あ
る
の
よ
」
と
言
い
な
が
ら
そ
れ
も
ま

た
楽
し
い
様
子
で
し
た
。
お
二
人
は
、「
会

社
の
方
々
は
私
た
ち
を
分
け
へ
だ
て
な

く
、
同
等
に
扱
っ
て
く
れ
、
友
達
感
覚
で

お
付
き
合
い
し
て
く
だ
さ
る
の
よ
」
と

言
っ
て
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
丸
山
さ
ん
に

「
マ
ス
ダ
ッ
ク
で
何
か
も
っ
と
仕
事
を

作
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
い
な
」
と
話
を
し

な
が
ら
手
を
止
め
ず
手
際
よ
く
こ
な
し
て

い
る
。
会
員
２
人
だ
け
の
整
頓
さ
れ
た
室

内
に
は
、
植
木
な
ど
も
置
い
て
あ
り
、
清

潔
で
気
持
ち
よ
く
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境

で
あ
っ
た
。 

（
小
島
、
志
賀
記
）

▼
小
手
指
公
民
館
本
館

７
月
27
日
午
後
８
時
、
澤
田
守
夫
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
た
、
こ
の
日
は
相
棒
の
原

田
さ
ん
が
受
付
を
担
当
、
月
曜
日
（
８
時

30
分
〜
５
時
）、夜
間（
午
後
５
時
〜
10
時
）

６
名
の
輪
番
制
で
勤
務
、
受
付
と
補
助
作

業
を
分
担
。
夜
間
は
詩
吟
、
ダ
ン
ス
な
ど

利
用
す
る
方
も
多
い
。

澤
田
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

た
が
、
60
歳
を
過
ぎ
る
と
、
70
％
の
力
で
、

と
い
う
の
が
信

条
。
11
の
公
民

館
に
従
事
す
る

方
々
の
集
い
が

毎
月
あ
り
リ
ー

ダ
と
し
て
参
加

さ
れ
て
い
る
。

　
（
阪
口
記
）

『
野 

暮
』

野
暮
は
、
わ
か
ら
ず
屋
、
不
粋
者
、

融
通
の
き
か
な
い
人
と
い
う
よ
う
な
意

味
の
こ
と
ば
で
す
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い

ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
武
蔵
の
国
北

多
摩
郡
谷
保
村
（
現 

国
立
市
）
に
、

谷
保
天
満
宮
が
あ
り
ま
す
が
、
江
戸
時

代
の
末
に
こ
の
谷
保
天
満
宮
の
ご
開
帳

を
山
の
手
の
目
白
で
や
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
、
粋い
き

な
こ
と
を
誇
り

に
す
る
江
戸
っ
子
た
ち
に
は
そ
の
谷
保

天
満
宮
の
宮
司
さ
ん
な
ど
が
、
な
ん
と

な
く
野
暮
に
見
え
た
ら
し
く
、
川
柳
に

も
「
神
な
ら
ば
出い

ず
も雲

の
国
に
行
く
べ
き

を
目
白
で
開
帳
谷
保
の
天
神
」
と
馬
鹿

に
し
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
、
粋い
き

で
な
い
人
、
田
舎
く
さ
い
人

と
い
う
意
味
で
「
や
ぼ
」
と
か
「
や
ぼ

て
ん
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
近
頃
で
は
「
や
ぼ
な
」
と
言
う
か

わ
り
に
「
セ
ン
ス
が
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
使
う
人
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
意
味
が
違
う
よ
う
で
す
。

（
田
中
記
）
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我
が
人
生
観

　

 

中
央
地
区　

門
脇
富
雄　

７
０
、４
５
、５
０
、３
０
、０
、
こ
の
数

字
一
体
何
？
更
に
８
０
、
？
、
６
０
、４
０
、

８
０
２
０
、
に
置
き
換
え
て
み
た
。
解
明

す
る
に
、
現
在
我
が
人
生
年
齢
70
歳
、
結

婚
生
活
45
年
、
嗜
好
品
の
酒
、
た
ば
こ
を

呑
み
続
け
て
50
年
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ

て
30
年
、
虫
歯
０
本
で
あ
る
。
更
に
人
生

80
歳
を
目
標
に
し
、
結
婚
生
活
伴
侶
が
健

在
な
る
も
？
と
し
た
。
し
か
し
、
金
婚
式

は
迎
え
ら
れ
そ
う
。
酒
、
た
ば
こ
、
体
に

悪
い
と
知
り
つ
つ
節
度
を
守
り
酒
は
休
肝

日
を
設
け
、
た
ば
こ
は
一
日
10
本
前
後
を

目
安
に
し
て
い
る
。
適
度
の
運
動
は
不
可

欠
。
糖
尿
病
、
果
た
し
て
酒
、
た
ば
こ
を

断
ち
切
れ
ば
完
治
す
る
か
、
こ
れ
ま
た
疑

問
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
と
10
年
？
さ
ら

な
る
精
進
を
し
て
生
活
習
慣
病
と
上
手
に

長
く
付
き
合
う
術
を
心
得
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
事
を
念
頭
に
置
く
。

や
は
り
人
間
生
身
の
体
で
あ
り
無
理
、

油
断
す
れ
ば
悪
玉
が
容
赦
な
く
己
の
身
体

に
襲
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
節
度
こ
そ
絶
対

条
件
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
で
あ
る
。
そ
し
て

己
の
体
を
知
る
の
は
己
が
名
医
で
あ
る

と
、
８
０
２
０
、
80
歳
に
し
て
自
前
の
歯

20
本
は
確
保
し
た
い
。
未
だ
に
歯
の
痛
み

を
知
ら
ぬ
果
報
者
で
あ
る
。
人
生
80
年
時

代
、
生
き
る
力
は
余
生
を
楽
し
く
趣
味
の

輪
を
広
げ
、
無
理
、
無
駄
、
無
精
し
な
い

三
無
主
義
を
前
向
き
に
自
分
に
合
っ
た
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
維
持
こ
そ
、
我
が
人
生
の

心
の
糧
と
し
て
日
々
是
好
日
で
あ
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

短
歌

　
　
　
　
　

富
岡
地
区　

沓
澤
勝
美

「
老
い
」
と
言
う

　
　

こ
の
現
実
に
挑
戦
す

い
つ
も
所
沢
マ
ラ
ソ
ン　

　
　

青
春
今
年
も
走
る
ぞ

「
里い

も芋
の
葉
っ
ぱ　

笑
っ
て

い
る
」
と
児
こ

童
は
言
う
た

う
れ
し
き
事

た
ぶ
ん
あ
る
だ
ろ
う
と

　
　
　
　

小
手
指
地
区　

近
藤
宗
一

妻
か
ら
の

手
塩
に
か
け
た
お
む
す
び
を

噛
し
む
秋
の

勤
め
お
わ
り
ぬ

初
作
業
の
思
い
で

「
東
原
遺
跡
第
一
次
発
掘
調
査
」補
助

　

       

小
手
指
地
区　

近
藤　

宗
一

春
浅
き
17
年
２
月
10
日
「
所
沢
市
立
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
」
発
注
、
発
掘

調
査
支
援
補
助
作
業
の
事
前
説
明
会
を
所

沢
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
受
講

し
、
２
月
14
日
〜
３
月
25
日
ま
で
20
日
間

を
就
業
し
ま
し
た
。

さ
て
初
め
て
の
発
掘
補
助
作
業
で
す
が

「
表
土
す
き
と
り
と
排
出
」
を
主
体
に
実

地
指
導
を
受
け
な
が
ら
始
め
ま
し
た
。

初
日
の
午
前
中
は
ペ
ー
ス
が
わ
か
ら
ず
、

夢
中
で
す
き
と
り
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

指
導
員
か
ら
少
し
ペ
ー
ス
が
早
い
よ
う
だ

ね
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
晩
は
筋
肉
痛
で
打
ち
の
め
さ

れ
た
様
に
な
り
、
入
浴
後
に
夕
食
を
済
ま

せ
19
時
半
頃
か
ら
就
寝
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
風
邪
の
た
め
か
鼻
水
が
止
ま

ら
ず
２
週
間
位
辛
い
日
々
が
続
き
ま
し
た

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
分
か
り
処
方
薬

に
よ
り
全
快
し
ま
し
た
。

体
調
が
悪
い
間
も
頑
張
れ
た
の
は
、
こ

れ
も
偏
に
調
査
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る
現
場

巡
回
指
導
と
併
せ
た
「
発
掘
土
器
類
の
説

明
」
を
頂
き
、
作
業
に
も
興
味
が
湧
き
励

み
と
な
っ
た
た
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

北
野
に
居
住
し
な
が
ら
、「
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
」
を
い
つ
も
横
目
で
見
な
が

ら
脇
道
を
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
７

日
か
ら
は
此
方
へ
出
向
い
て
の
作
業
に
な

り
ま
し
た
。

「
発
掘
品
」
を
ぬ
る
ま
湯
の
中
で
歯
ブ

ラ
シ
で
洗
浄
、
分
類
番
号
の
カ
ー
ド
を
添

え
、
新
聞
紙
を
敷
い
た
棚
へ
並
べ
、
乾
燥

さ
せ
る
作
業
に
注
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

３
月
18
日
に
は
セ
ン
タ
ー
長
が
館
内
の

案
内
と
「
所
沢
市
・
先
祖
達
の
あ
ゆ
み
」

等
の
説
明
に
時
間
を
割
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
誠
に
有
難
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
も
知
人
や
友
人
へ
「
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
（
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
保
存
）」
の
Ｐ

Ｒ
と
見
学
の
機
会
を
作
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

春
浅
き　

東
の
原
で

　

 

縄
文
の　
　
　

 

知
恵
と
文
化
に　

　
　
　
　

触
れ
た
喜
び
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上
諏
訪
温
泉（
９
月
18
〜
19
日
）

風
林
火
山
の
地
を
訪
ね
る

　
　
　
　
　

柳
瀬
地
区　

峠　

正
一

今
回
は
、
大
河
ド
ラ
マ
『
風
林
火
山
』

ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
旅
で
あ
り
ま
し
た
。

出
発
時
刻
は
る
か
前
か
ら
、
バ
ス
の
周

り
は
会
員
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
声
に
満

ち
て
い
ま
し
た
．

主
な
見
学
先
は
、
ド
ラ
マ
に
出
る
「
鮮

燭
が
崎
の
館
」
跡
に
建
て
ら
れ
た
武
田
神

社
、
大
河
ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
だ
「
甲
斐
の

国
・
風
林
火
山
博
」、
勘
助
終
焉
と
い
わ

れ
る
川
中
島
古
戦
場
跡
な
ど
。

上
諏
訪
の
ホ
テ
ル
で
の
大
宴
会
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
は
い
や
が
う
え
に
も
盛
り
上
が

り
、
詩
吟
も
舞
踊
も
あ
り
、
に
ぎ
や
か
な

談
笑
は
い
つ
ま
で
も
つ
き
ず
、
私
の
よ
う

に
初
参
加
の
者
に
も
、
来
年
も
ぜ
ひ
参
加

へ
の
期
待
を
抱
か
せ
ま
す
。

親
睦
旅
行
に
参
加
し
て

　
　
　

山
口
地
区　

中
西　

久
美
子

９
月
18
日
午
前
９
時
《
風
林
火
山
》
の

舞
台
甲
斐
の
国
に
向
け
出
発
。
総
勢
95
名

の
猛
者
共
也
。
途
中
武
田
神
社
に
て
必
勝

祈
願
？　

昇
仙
峡
の
奇
岩
怪
石
に
見
と

れ
、
猛
暑
の
な
か
の
熱
き
《
ほ
う
と
う
》
に

ほ
う
ほ
う
の
体
で
退
散
。
風
林
火
山
博
を

見
て
5
時
過
ぎ
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
『
ホ
テ

ル
紅
や
』
に
到
着
。
大
き
な
浴
室
か
ら
は

諏
訪
湖
を
前
に
山
々
に
沈
む
夕
陽
、
な
ん

と
も
き
れ
い
な
茜
雲
、
由
布
姫
も
こ
の
落
日

を
見
ら
れ
し
か
と
、
吾
に
も
な
く
落
涙
・
・
。

和
気
あ
い
あ
い
の
大
宴
会
、
芸
達
者
の

唄
踊
り
。
翌
日
も
秋
晴
れ
の
中
、
諏
訪
大

社
、
川
中
島
古
戦
場
を
ま
わ
り
事
故
も
無

く
所
沢
帰
着
。
会
員
同
士
の
交
流
も
深
ま

り
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー
活
動

に
励
み
が
つ
く
と
確
信
し
た

よ
き
旅
と
な
り
ま
し
た
。

大宴会　「ホテル紅や」

楽しい

旅でし
た

来年は
ご一緒

に

武田神社

　第2回

会員親睦旅行決算書

主役気分で

＜収入の部＞

摘　要 金　額（円） 備　　考

会　        　費 1,800,000  20,000円 × 90名

事 務 局 参 加 費 110,000  22,000円 ×　5名

悠 和 会 補 助 金 173,050 

祝          　金 13,000 秋山理事長、小林副理事長、橋本英世

計 2,096,050 

＜支出の部＞

摘　要 金　額（円） 備　　考

宿 泊 旅 行 費 2,090,000  22,000円 ×95名

 （宿泊費、バス代、昼
食代他）

写真、お土産代 6,050 

計 2,096,050 
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野
球
観
戦
に
参
加
し
て

　
　
　
　

新
所
沢
地
区　

渕　

良
子 

 　

第
1
回
悠
和
会
主
催
に
よ
る
観
戦
会

に
友
達
と
参
加
し
ま
し
た
。
役
員
の
案
内

で
会
場
の
獅
子
に
着
き
ま
し
た
。

席
で
は
、
は
じ
め
て
顔
を
合
わ
せ
る
人

が
多
く
、
同
席
に
多
少
の
不
安
は
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
す
ぐ
に
会
話
も
弾
み
沢

山
の
料
理
や
飲
み
物
で
私
に
は
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。
野
球
場
で
は
指
定
席
が
用

意
さ
れ
、
試
合
は
西
武
対
楽
天
。
途
中
か

ら
の
応
援
で
し
た
が
楽
天
が
点
数
を
入
れ

西
武
は
０
点
。

西
武
側
で
は
メ
ガ
ホ
ン
や
太
鼓
を
叩

き
、　

ガ
ン
バ
レ
、　

ガ
ン
バ
レ
！
の
声
援
。

６
回
〜
７
回
に
西
武
が
点
数
を
重
ね
逆
転
、

歓
声
と
喜
び
の
顔
、
顔
。
私
も
こ
の
中
に

い
る
の
よ
！
と
言
い
た
く
な
る
気
持
ち
。

生
で
観
戦
試
合
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

花
火
大
会
に
参
加
し
て

 

中
央
地
区　

門
脇　

富
雄　

悠
和
会
主
催
第
二
弾
「
花
火
大
会
の
夕

べ
」
が
８
月
８
日
（
日
）
西
武
ゆ
う
え
ん

ち
で
行
わ
れ
た
。

天
気
予
報
で
は
雨
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い

た
が
、
雨
よ
降
ら
な
い
で
く
れ
と
祈
る
気

持
ち
は
満
員
の
人
出
で
埋
ま
っ
た
皆
の
願

い
だ
ろ
う
。
日
が
暮
れ
か
か
っ
た
こ
ろ
、

涼
風
が
ふ
い
て
き
た
。
総
勢
50
数
名
特
設

舞
台
の
一
等
席
に
陣
取
り
強
烈
な
生
サ
ン

バ
踊
り
の
リ
ズ
ム
に
酔
い
、
大
輪
の
花
火

の
競
演
が
見
事
で
あ
っ
た
。
踊
り
子
も
客

席
を
ま
わ
っ
て
喜
ば
れ
記
念
写
真
も
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
大
人
気
で
あ
っ
た
。
地
元
で

花
火
、
大
ジ
ョ
ッ
キ
ー
片
手
に
会
員
の
み

な
さ
ん
と
楽
し
む
こ
と
が
な
に
よ
り
で
あ

り
、悠
和
会
の
最
も
身
近
に
接
す
る
「
和
」

を
大
切
に
す
る
場
で
あ
り
た
い
と
思
う
。

本 

誌
表
題
の
改
名
募
集
！

　

「
シ
ル
バ
ー
と
こ
ろ
ざ
わ
」
の
100
号
を

機
会
に
、更
な
る
飛
躍
を
と
、表
題
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
会
員
の
皆
様
か
ら
公
募
し
ま

す
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
〜
い
！

◆
応
募
方
法
と
受
付

お
手
持
ち
の
用
紙
に
、
表
題
名
を
お
書

き
い
た
だ
き
、
氏
名
・
会
員
番
号
・
地
区

名
を
忘
れ
ず
に
明
記
の
う
え
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
広
報
部
会
宛
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
お
持
ち
の
方
は
、

FAX
番
号
２
９
２
４
・
０
６
３
０
で
送
信
。

ま
た
は
郵
便
に
て
送
付
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切
日

平
成
19
年
11
月
９
日
（
金
）
必
着
。

応
募
の
中
か
ら
厳
粛
に
選
考
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
採
用
決
定
の
表
題
は
本
誌
第
101

号
（
平
成
20
年
１
月
25
日
発
行
）
よ
り
掲

載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
採
用
さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
（
粗
品
）

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

 

な
お
、
同
名
で
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
い
た
し
ま
す
。

√√√√√√

√√√√√√

√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√
√

√

西武ライオンズの攻撃

応援にも熱が入る！

満
天
の
空
、
大
輪
の
花
々
…
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本誌について、ご意見等がありましたら広報部会宛にご提案ください。お待ちしております。

《シルバー豆宣伝》
 

第２８回市民フェスティバル参加！

（会場：所沢市航空記念公園）

今年もセンター悠和会が主体となり

１０月２７日(土)・２８日(日)に

市民フェスティバルに参加します。

福祉団体コーナーの一角でシルバー

人材センターのＰＲに努めておりま

す。皆様、お誘い合わせの上、お立

ち寄りください。

創立３０周年記念行事
実行委員会より　［１］

平成 20年秋には創立 30周年を迎えます。平成 19年 3月
28日に同実行委員会が 20名のメンバーで発足しました。
実行委員長を田中文雄氏として、
「記念式典・祝賀会」、「記念誌」、「イベント」の三分科会
で構成され、それぞれの企画検討をすることになりました。

式
典
・
祝
賀
会
の
日
時
は

左
記
の
通
り
決
ま
り
ま
し
た
。

実
施
日 

平
成
20
年
10
月
15
日
㈬

　

式　

典 

　

13
時
〜
15
時

　

祝
賀
会 

　

15
時
よ
り

会　

場 

く
す
の
き
ホ
ー
ル

以
降
は
各
分
科
会
の
検
討
中
の
事
項

★
記
念
講
演
は
著
名
人
を
予
定
、
そ
の

他
記
念
演
奏
会
等

★
記
念
誌
作
成
に
つ
い
て
30
周
年
に
因

ん
だ
30
人
座
談
会
・
30
の
職
場
写
真

★
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
悠
和
会
と
協
賛

の
「
会
員
作
品
展
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
」、「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
等

（
中
村
記
）

記念誌分科会よりお願い！
こぼれ話のページを作る計画をしています。
会員の皆様の寄稿を期待しています。
＊ふるってご応募ください！

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
速
に
進
む
高
齢

化
の
中
で
、高
齢
者
の
就
業
機
会
の
増
大
、

福
祉
の
増
進
等
を
図
り
、
高
齢
者
の
能
力

を
活
か
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め
、

よ
り
効
果
的
な
セ
ン
タ
ー
組
織
運
営
に
取

り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
中
・
長
期

計
画
策
定
委
員
会
」
を
設
置
し
、
委
員
に

よ
っ
て「
計
画
立
案
」の
作
業
を
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。

「
計
画
立
案
」
に
つ
い
て
、

会
員
皆
様
か
ら
の
多
く
の
ご
意
見
・
要

望
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
参
考
に
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
の
中
・

長
期
計
画
策
定
委
員
会
宛
へ
ご
提
案
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
岩
﨑
記
）

中
･
長
期
計
画
策
定
委
員
会

《シルバー豆宣伝》
 

第２８回市民フェスティバル参加！

（会場：所沢市航空記念公園）

今年もセンター悠和会が主体となり

１０月２７日(土)・２８日(日)に

市民フェスティバルに参加します。

福祉団体コーナーの一角でシルバー

人材センターのＰＲに努めておりま

す。皆様、お誘い合わせの上、お立

ち寄りください。

お知らせ

◎
健
康
相
談
日

　

11
月
15
日（
木
）午
後

　

12
月
20
日（
木
）午
後

　

１
月
17
日（
木
）午
後

◎
就
業
相
談
日

　

毎
週
水
曜
日
（
午
後
１
時
〜
３
時
）

就
業
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

未
就
業
会
員
の
方
は
是
非
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。


